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スイッチ検出位置の設定方法
1.⿟2本のセットねじを六角レンチでゆるめてタイロッ
ドにそって移動させます。

2.⿟希望の位置にてスイッチ表示灯が点灯開始（ONす
る）位置よりさらに2〜5mm（動作範囲の約半分が
適切です）手前から検出する位置（2灯式は緑色点灯
位置）になるようにし、スイッチ上面を軽く押えて
シリンダチューブとスイッチの検出面が接する状態
でセットねじを適正なトルクで締付けてください。

3.⿟表示灯は、スイッチがONすると点灯します。
⿟ （A※135はONするとランプが消灯します）
4.⿟スイッチは、4本のどのタイロッドにも取付けられ
ます。シリンダの取付スペース･配線方法等に合わ
せて、最も適した箇所につけかえることができま
す。

5.⿟ストローク端検出の最適位置は、“スイッチ取付寸
法”UX寸法で取付けてください。

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

使用上の注意事項

⿟⿟検出器部分の温度限界は－10〜＋50℃です。使用
温度範囲をこえると検出器が破損します。

⿟ピストンロッドが回転すると、測定値が変化しま
す。ピストンロッドが回転しないように使用してく
ださい。
⿟⿟エンコーダに油等が浸漬すると、検出器が破損しま
す。ケーシング部に3カ所設けられたドレンポート
Rc1/8･1/4のいずれか（取付時に下の位置になる
方）にドレン配管を行なってください。又、測長ロー
ラ及び永久磁石に鉄粉、ゴミ、塵埃等の異物を付着
させたまま、シリンダを運転しますと、カウントミ
スを生じたりロッドに傷を生じる原因となります。
⿟⿟エンコーダが下部になるような取付は、絶対にしな
いでください。

ドレンポート

エンコーダ
アッセンブリ

（ドレン配管は、圧油管路には、配管
　しないでください）

AX形

スイッチとシリンダチューブが
接するようにしてください。

手で押さえて
ください

タイロッドサイズ (M6～M10)：M5セットねじ

タイロッド

M4スイッチ取付ねじ
［締付トルク　0.6～1N・m］

［締付トルク　１～２N・m］

［締付トルク　2～3N・m］
タイロッドサイズ (M12～M27)：M6セットねじ

金具をスイッチ中央
部にはめ込みます。
図のような方向から
はめ込むとはめ込み
易くなっています。

ブラケットにM4スイッチ
取付ねじで固定する。
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⿟⿟零点補正に便利なスイッチセットシリンダも製作で
きます。ただし、ストローク中間地点での零点リ
セットは、リセット用スイッチの応差を拾ってしま
いますので、前進限あるいは、後退限で、零点補正
を行なうことをおすすめします。
⿟⿟使用するカウンタによって
は、エンコーダ出力をその
まま使用できないことがあ
ります。
整合（マッチング）に注意し
てください。

電磁弁の選定

⿟⿟電磁弁はDC電圧タイプをご使用ください。
停止精度は電磁弁の応答精度に大きく左右されま
す。一般的に応答速度の繰返し精度はAC電圧タイプ
よりDC電圧タイプの電磁弁が優れています。

カウンタの選定

DC12V供給電源
エンコーダを作動させるためには、DC12V（80mA以
上）電源が必要です。当シリーズと接続可能なカウンタ
には、安定化電源がほとんど内蔵されていますが、内
蔵されていないカウンタには外部に安定化電源が必要
になります。

リバーシブルカウンタ
エンコーダからは正転･逆転つまり前進･後退で読み取
り数値が加減算できるよう、A相とB相の矩形波が出力
されています。したがって方向判別の出来ないカウンタ
を使用しますと、エンコーダからのパルスがすべて加⿟
算されて、全走行距離が表示されることになり、現在位
置の把握が不可能になりますので注意してください。

プリセットカウンタ
ストローク途中で停止させたい場合にはプリセットカ
ウンタ（セット値と計数値が一致した時に信号を出力す
る）が必要になります。通常販売されているプリセット
カウンタは2位置までですが、それ以上のプリセット
が必要な場合は、多段のプログラマブルカウンタやマ
イコンとの接続が必要になります。

2.2K

GND

AB相出力
MAX30mA

パルスカウンタの応答周波数
下記周波数以上の応答周波数を有するパルスカウンタ
を選定してください。

パルスカウンタ応答周波数（Hz）＝シリンダ速度（mm/s）
×10（pluse/mm）×2（余裕率）

零点補正
シリンダに内蔵されているエンコーダでは零点補正が
できません。また、停電時や作業終了後の電源遮断が
行なわれると、現在位置がわからなくなります。この
ため、シリンダの原点位置を決めておいて必ず零点リ
セットすることが必要です。
これを行なうことにより累積誤差も少なくなります。

零点補正例

後退限確認用
スイッチ

後退限
確認用
スイッチ

SOL.1 SOL.2

M

リバーシブル
カウンタ

押ボタンA CR2 CR1

CR2

SOL.1

押ボタンB CR1

CR2

SOL.2

＋12V
GND
A
B

カウンタ

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

配線時の注意事項

⿟⿟誤配線しますと内部回路が破損する場合があります
ので、配線時は電源電圧の極性をよく確認して配線
してください。
⿟⿟信号用ケーブルを動力線と同一配線内に配線した場
合、動力線からの誘導電流で誤動作を起こすことが
ありますので、別系統で配線してください。
⿟⿟信号用ケーブルの配線長さが30mを超える場合は、
線抵抗、線間容量の影響によりカウントミスを生じ
るおそれがあります。なお、誘導ノイズなどを避け
るためにもできるだけ最短距離で配線してくださ
い。
⿟⿟配線には、付属の4芯メタルコンセントに0.5mm24⿟
芯のシールド線で配線してください。（シールド線外
径φ6mm）

1

2

4

3

①
②
③
④

＋12V
GND
A相
B相

4Pメタルコンセント
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SOL.1 SOL.2

M

リバーシブルカウンタ

使用例：ゲートの開閉など

押ボタンA CR2 CR1

SOL.1

押ボタンB CR1 CR2

SOL.2

カウンタ

＋12V
GND
A
B

用途例

マニュアルによる遠隔操作

物陰や遠方に設置されて動作を直接確認することの出来ないシリンダでもカウンタでその動きを常時監視できま
すから、位置調整やインチングが容易に行なえます。

プリセットカウンタによる位置制御･速度制御

多段階設定可能なプリセットカウンタと組み合わせることにより、任意位置での減速や停止が容易に行なわれ、
また位置の変更も手軽に出来るようになります。

プリセットカウンタ

プリセットカウンタ

使用例：多段階搬送装置など

M
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アナログポジションコントロールユニットによる多点位置決め制御

アナログポジションコントロールユニットと組み合わせることにより、多点停止位置設定が可能となり多機能な
位置決め制御が行なえます。

W

位置検出器付油圧シリンダ

70/140P-8R等

ガイドレール

フローコントロール

バルブ

8Fシリーズ

SOL.1 SOL.2 SOL.3 SOL.4

M

パイロットチェック

バルブ

HPC5シリーズ

アナログ

ポジション

コントロール

ユニット

プログラマブル

コントローラ

バンク切換え

多点出力

ワークの2段速度制御および多点位置決め制御を行なうシステム

油圧ユニット

35HU、NHU2

シリーズ

ガイドレール

位置検出器付油圧シリンダ

70/140P-8R等

フローコントロール

バルブ

8Fシリーズ

SOL.1 SOL.2 SOL.3 SOL.4

M

パイロットチェック

バルブ

HPC5シリーズ

プログラマブル

コントローラ

ワークの2段速度制御および多点位置決め制御を行なうシステム

W

油圧ユニット

35HU、NHU2

シリーズ

高速カウンタユニット搭載のPLCによる多点位置決め制御

高度な多点位置決め制御が可能になります。I／Oの割り振りも自由に設定出来るため希望通りの制御が可能にな
ります。


